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（  ）に適切な言葉を入力してください。 
1. 競技領域は、長さ（  ）m、幅（ ）m 以上の長方形で、高さが（ ）m

以上なければならない。 
2. テーブルの上面を（         ）といい、長さ（    ）m、幅

（     ）m の長方形で、床上（  ）cm の水平面にあるものとする。 
3. ネットの高さは（     ）cm である。 
4. 競技者が入場したら主審は競技者の（    ）、（      ）、

（    ）の３点を確認する。 
5. トス（拳）で勝った競技者は、（    ）（    ）（   ）の３つの

中から一つを選択できる。トス（拳）に負けた競技者または組の選択につい

ても確認する。 
ダブルスの場合は（      ）と（       ）を確認する。 

6. 練習時間は（ ）分で経過後（   ）のコールで練習を中止させる。 
7. サーバーがボールを持っている状態で開始コールをする。 

鈴木（サーバー）君と岩淵君が対戦する場合の開始コールを記入しなさい。 
（                                

 ）と宣告後サーバー側へ手のひらを斜めにして軽く腕を伸ばす。 
8. ポイントスコアの宣告は、インプレーでなくなった時点を確認したら、次の

（    ）を行う側のポイントから宣告する。 
9. サービスがネットした場合は、手を頂上高く上げ（   ）とコールしポイ

ントスコアを再コールする。 
10. 第１ゲーム目、鈴木君が１１—９で岩淵君に勝った時のコールとジェスチャ

ーを記入しないさい。 
（                                     

                      ） 
11. ゲーム終了と同時に、規定の休憩時間の（ ）分を計測する。経過後（   ）

と宣告しゲームを開始させる。 
12. 第２ゲーム目は岩淵君からのサーブとなります。開始コールとジェスチャ

ーを記入しなさい。 
（                                              

 ） 
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13. ゲームスコアが２−２の最終ゲームになりました。開始コールとジェスチャ

ーを記入しなさい。 
（                                              

  ） 
14. 最終ゲーム１１—７で岩淵君が勝利しました。マッチ終了コールとジェスチ

ャーを記入しなさい。 
（                                            

                         ） 
15. 審判用語としてコールに用いない言葉はどれですか？（複数選択可） 

（①セット ②アウト ③セーフ ④ジュース）       
16. 鈴木君のサービスで始まり岩淵君と現在９−８のポイントスコアです。 

次は誰がサーバーですか？ 
17.                                                 

鈴木君のサービスで始まり岩淵君との熱戦を繰り広げています。１７—１６

のポイントスコアです。次は誰がサーバーですか？  
                                          

18. 第３ゲーム目、ダブルスで鈴木君のサービスで始まり、鈴木→佐藤→岩淵→
中村の順でのサービスです。現在１７—１６のポイントスコアです。次は誰

がサーバーで誰がレシーバーですか？  
19.                                             

促進ルールについて 
 ゲーム開始後（  ）分経過し、両競技者または組のポイントスコアの

合計が（  ）ポイントに達していない時は、副審が手を頂上高く上げ

（   ）と宣告する。 
 副審の（   ）の合図で、主審は、インプレーの時は手を頂上高く上

げ（   ）と宣告し、インプレーでない時は、手を頂上高く上げ

（    ）と宣告し、（   ）に（         ）を要請す

る。 
 ボールがインプレーの時は誰がサーバーですか？ 

（                   ） 
 ボールがインプレーでない時は誰がサーバーですか？ 
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（             ） 
 促進ルール適用後、競技者は（ ）ポイントずつ交替してサービスを行

い、そのマッチの残りのゲームは促進ルールで行われる。 
 レシーバー側が１度のラリーにおいて（  ）回のリターンに成功した

場合は、（     ）側に１ポイントが与えられる 
 ストロークカウンターは、少し（     ）側を向き、（     ）

の打球と同時に、ストローク数を英語で宣告する。 
 
よく見る間違った審判方法 
1. どちらかが１０点とった時にカウンターを横に向ける。 
2. ネットの時に腕を水平にする。 
3. ボールがコートの上に置いてある。（主審が管理する） 
4. 副審が主審の判定前に点数をめくる。 
5. 時間を計測していない。 
6. １０分経っていて促進ルールの範囲なのに適用しない。 
7. カウンターを前からめくる。（カウンターは必ず手前から前へめくる。ファ

イナルゲームで、どちらかが５本とった場合はポイントスコアとゲームス

コアを入れ替える） 
8. 明らかにコートを動かして打ったのに判定しない。（ムーヴドテーブル） 
9. ダブルスの時に座ってる主審（センターラインを見ることができない） 
 
審判員について（※公認審判員試験は４月に若柳で毎年開催） 

 公認審判員 所定の講習会を終了し試験に合格した者 
 上級審判員 公認審判員の資格を有する者で、３年以上任期を経過し更新

手続きが済んでいる者。２０歳以上で審判実績がある者 
 公認レフェリー 上級審判員の資格を有する者で、３年以上任期を経過し

更新手続きが済んでいる者。加盟団体の役員としての実績、卓球競技会の

運営に責任者として経験のある者 


